
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【ボッチャ競技体験・交流事業】
● 近隣の園児・お年寄りを招待して、児童・生徒と共にチームを組み

ボッチャ競技体験等を通して交流

● パラリンピック競技の理解と普及を促進
● 幅広い世代での競技を通した交流の充実

【国際交流会をはじめ、外国語教育の充実】
● 小学校1年生から外国語活動に参加
● 全校合同外国語活動
● 英語を使った歌やスピーチ
● 教職員も交え、全校で英語を使った交流会

● 外国や多様性への理解の深化
● 外国語を使うことも含めた、コミュニケーション能力の向上
● 外国語を使った表現の広がり

青ヶ島村のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

青ヶ島村

▲国際交流会

外国の方を講師に招き、外国の文化に触れるだけでなく、日本の文化の紹介も
実施した。また、英語でのスピーチや、児童・生徒・先生全員による、英語を使った
ミッション達成イベントなども行った。

ボッチャ競技体験・交流事業 外国語教育の充実

▲小学校の全校合同外国語活動▲コロナ禍以前は、競技体験後に交流給食会も行っていた。

2校 ＊

10人*

伊豆諸島最南端に位置する、日本で一番小さな自治体。
海に囲まれ、二重式カルデラのある自然豊かな島。


